
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「◆本人及び家族の意思確認」について 

目的 

人生会議（ACP）について 

ご本人がご家族等と話し合いをされているかご確認下さい。また、かかりつ

け医等とご本人・ご家族が話し合いをされ、意思表示をしてもらうことで、病

院との連携がスムーズになります。 

心停止時の心肺蘇生の希望について 

必要なタイミングに、心停止や心肺蘇生等についてご説明いただき、予後の

状態についても併せてご説明されることで、ご本人とご家族がより理解・判断

しやすくなります。 

救急現場における救急搬送時の患者様情報の不足や DNARの対応、搬送先

医療機関への引継ぎにおいて、『那覇市社協 緊急連携シート』を活用すること

でスムーズな情報共有が行われることを目的としています。 

救急隊からの要望について 

※ かかりつけ医等とは、かかりつけ医、主治医、施設の嘱託医等のことである。 

※ 本緊急連携シートは、公的な書類ではなく法的拘束力はありませんが、 

関係機関と共有することでご本人の意向が尊重されやすくなります。 

那覇市社協 緊急連携シート「本人及び家族の意思確認」について 

ご本人及びご家族の意思を尊重し、自宅（施設含む）で看取りを希望する場合

は、24時間かかりつけ医等が看取れる体制の構築をお願い致します。 

基本、救急要請した場合は、心肺蘇生法を行いながら医療機関へ搬送すること

となります。「救急業務とは、医療機関へ緊急に搬送する必要があるものを 、 救

急隊によって 医療機関等へ 搬送すること（傷病者が医師の管理下に置かれるま

での間において、緊急やむを得ないものとして、応急 の手当 を行うことを含

む） をいいます 。 （消防法第二条 第 九項）」 

※ これを根拠に救急隊は活動するため、現場で DNARを提示されても、 

心肺蘇生法を施しながら医療機関へ搬送することとなります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人生会議（ACP）について 

人生会議とは、「もしもの時のためにご自身が望む医療やケアについ

て、ご家族やかかりつけ医など周囲の信頼する人たちと前もって考え、

繰り返し話し合い、共有すること」です。「アドバンス・ケア・プラン

ニング（ACP）」とも呼ばれています。 

命の危険が迫った状態になると、約７０％の方が、医療やケアなどを

自分で決めたり望みを人に伝えたりすることが、できなくなると言われ

ています。日頃からご家族や大切な人と人生会議を行いましょう。 

※右下の「命しるべ」をご活用下さい。 

心停止時の対応について 

心肺蘇生とは何か、かかりつけ医等からお聞きし、将来希望する医療

について考え意思表示しておくことで、ご本人とご家族の意思が尊重さ

れやすくなります。ただし、救急車を要請した場合は、心肺蘇生法を行

いながら医療機関へ搬送することとなります。 

署名欄の記載について 

ご本人の意思は健康状態によって変化するものです。繰り返し人生 

会議を行い、その都度日付をご記入することで今の意思が反映されやす

くなります。 

 

那覇市社協 緊急連携シート「本人及び家族の意思確認」について 

あなた自身が救急搬送される際に、救急隊と搬送先の病院

へあなたの情報（かかりつけ医等、緊急連絡先、治療中の

病気、過去の病気、服薬など）が共有され、救急医療に役

立つことを目的としています。 

※救急搬送時に消防局や病院と情報共有させていただきま

すが、当該目的以外では利用しません。 

沖縄県・沖縄県医師会が作成した人生会議
（ACP）のパンフレット「命しるべ」は、も
しもの時、ご自身が望む医療やケアについて
自分らしく生きるコツを描いた物語です。 
是非、大切な人とページをめくりましょう♪ 

配布場所： 

那覇市地域包括支援センター 

かかりつけの病院など 


